
                            

十
三

十
五

浄
専
寺
門
信
徒
の
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
左
の
日
程
で
実
施
致
し

ま
す
。
同
じ
浄
土
真
宗
の
門
信
徒
と
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
の

で
、
未
経
験
の
方
も
ど
う
ぞ
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

春
休
み
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
表
彰
式
と
昼
食
会
は
お
寺
の
方
で
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
さ
や
か
で
す
が
、
参
加
賞
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

春
彼
岸
会
法
要
案
内 

本
年
は
左
記
の
如
く
春
の
彼
岸
会
法
要
を
開
座
い
た
し
ま
す
の
で 

お
誘
い
合
っ
て
賑
々
し
く
御
参
詣
下
さ
い
ま
す
様
御
案
内
申
し
上
げ 

ま
す
。 

記 

 

日
時 

三
月
二
十
一
日
（
木
）
春
分
の
日 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
十
時 

 

（
お
つ
と
め
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
半 

（
お
説
教
） 

 
 

 
 

 
 

 

正
午 

 
 

 

（
お
接
待
） 

 
 

布
教
使 

松
本 

英
祥 

先
生
（
光
尊
寺
住
職
・
玉
名
市
） 

 

わ
ず
か
一
日
の
ご
縁
で
す
の
で
是
非
御
参
詣
下
さ
い
。 

お
寺
へ
参
詣
さ
れ
ま
す
際
に
は
念
珠･

聖
典
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
門
徒
式
章
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

彼
岸
と
は
、
念
仏
の
教
え
を
い
た
だ
い
た
も
の
が
、
い
の
ち
を 

終
え
て
生
ま
れ
て
い
く
悟
り
の
世
界
で
す
。
彼
岸
へ
続
く
た
だ
一
つ 

の
道
、
念
仏
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
く
願
い
に
出
遭
う
法
要
が 

彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
で
す
。 

浄
土
真
宗
本
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グランドゴルフ大会要項 

 

1. 期 日  平成31年3月25日（月） 

午前8時30分  会場集合・開会行事 

午前9時    プレイ開始 

午前11時半  片づけ・移動（浄専寺へ） 

正午      表彰式・昼食会 

 

2. 会 場  大津町運動公園（スポーツの森） 

       多目的広場 

3. 参加費  500円(弁当代込) 

 

4. 参加申込みについて 

申込みは各地区の総代様までか、又はお寺へお申し込み 

ください。 

※ 申込み〆切 3月22日（浄専寺必着のこと） 

 

◎ 経験のある方は、当日準備等お手伝いいただくと大変助か

ります。 

 



                           

                             

                             

                             

 



                             

                             

                             

                             



35 名の役員・総代の方々が集まって下さり、本堂・境内・駐車場の清掃活動を行いま

した。また、除夜会の準備も整え、終了後、忘年会を行いました。 

年末のお忙しい中ご協力、感謝致します。 

                             

                             

                             

                             

後
日
、
落
と
し
た
枝
の
片
づ
け

や
鐘
撞
堂
の
清
掃
を
し
に
来
て

頂
い
た
総
代
様
も
お
ら
れ
、
助
け

て
頂
い
て
ま
す
。 

浄専寺庫裏納骨堂建設について 

 

 熊本地震から三年になろうとしております。 

 門信徒の皆様方からは、まだかまだかと御心配頂きながら着工が遅れておりますこと大変

申し訳なく思っております。心よりお詫び申し上げます。 

 現在建設の準備は進んでおりますが、昨年末に構造について一部見直すこととなりまし

た。大半の部分は変更ないのですが、屋根の部分についての構造、材質等を再度検討するこ

とになりました。理由は更なる耐震防災強化の為です。 

今までの設計でも建設許可は頂いておりましたが、昨年の度重なる全国的な自然災害の状況

を考えます時に、再検討させていただきたいという結論に至りました。着工が遅れていた上

での決断で、本当に心苦しい限りですが、何卒ご理解のほどお願い致したく存じます。 

このことは、納骨堂だけでなく庫裏(くり)はお寺の会館としての機能も備えており、また浄

専寺を預かる者としましても大変不便な日々を過ごしており、早く完成して欲しいと毎日思

わない日はありません。 

 庫裏を解体して3回目の春を迎えます。浄専寺庫裏納骨堂の完成に向けて、引き続き尽力

して参ります。 

 

 納骨堂加入者の募集は続けておりますので、申し添えておきます。 

合掌 

 


